
今 日 こ,i)牝 蛾 idl垂め て S孟乙左と で 安定 的 海養 生 を 姪 艶 で,勧 為や､､取落す こと

0)出 禾 思 い - 方の 要 堅いこ質 素 と して J)林 寒 の頒 軌 が上 げ ら れ る .終 着指 名鶴
C)観 画 期 に 朽 raの 机 る tの であ る が ､耕 地 簡 嶺 の凍 少舷か ら終 収入 のみ L乞私

産出 来 伝 い ニC)放 歌 t=於 て t 畠 営林 葛 ､密 Gf､森 紙 背稀 へ の従 萄 IZよっ て ､

簸摩 収入 宣 覇 う 上 !=首線 め て 覇利 匂 索 葦 であ っ 1e_現 在 ､萄 呑 吐 嫁 は 7K田所

額 ､北 軒 額 の 2部 落 落 の 9イア 反命 flu･t希か ､一 報 約 に熊本 屯所 簡 型の漆 艶

十尊 重 鳩 十森 林 cT)郁 蒜 の才73tp鴻 費 tFI葛 か 潅凝 で あ るが ､ これ EI､この憩 の輝

落t=嘉＼て 山妹 第 0)臆 び つ き が よ り大 であ る仇らと尽ぬれ る ｡

即 ち ､田鹿 味に 虹 柊 製 造 へ V)よ り集 約 的 労的桟下 林t可 能 で･勿 る と 同時 Iz､

襲固 執 tこtFd､森林 印 句 餐 象 13.､森礁 残 伐 竣 綜 LLLた け敦 盛 常 に 鑑 事 し ､下 葛

篭家 に 於 て 肖 上唇 尊 家 へ の 労 11jプ]碇 供 と い う組 み 合 わ せ で よ り 多 くの収入 が

得 られ るfJ＼らであ る .この 特 色 昏 一色 を 転 ず れ ば∴ との 毒舌笥 奄牡 錬t 他 姓

頚､の軒 係 ヒあて は ま る tの で･､轟 東 経 腎 と山 林寓 の 結 合 tn堅 実 性 を物培 って

し､る よう こ ,a安け ちれ るの でtあ る .

綻び と して ,鞄 登竜 の虐 佃 傾 向 tl乞あ る _令 日の 目 革 の寒 村 池 簡 1-L叱戴 し ､

なお 一層 森寒 へ の習 ijが払 われ ､策 窯 撮 興 を計 る町 の基 本 計 画 l之 ､ 川 磯 野4)

敗 療性 が 量 る C)で4'な し＼わ＼と容 L=tそい る次 牙で ある ｡

高原火LLの地形と¥の農業土地利用

頒 山 恵 子

戦 硬食 料 感 を ､曜 輿 蚤八 東 希 のT-.め l二 .日 本の萌 ち こ ち で南 拓 伊l行 的irlた｡

入癒 して /ぎ孝の 経 遁 と とも l,L ､黄 直 で は それ ぞ れ そ の姓 埼 J二台 つTpi農業形

賂 51希 し てい る D この 壌紫 経 営 し軽業 土地利 勘 ) (7)変 化 は何 !ヱよっ て乾 く気

配 二叱 ､杉 響 され て いる の 乃＼としLう守 に 桝壇 を しぼ勺 ､-軒抱 地{J7)桝と して

砺 水東CJ寄 原 火山 マ硬 の入植 姓 を第 番 した ク

拍 聖杷 珠 日 ､萌 札 束 ,n北 郷 に也 置 し ､喝観 夕 gy〝/fe､ 直径 絹 /夕 /{jJtのyL(也
であ り. その条例･ニ珊癖 萄 沃地 /It"鱗 寝 し -tLlる _

〔rJ酪 痛 風 )

高 額 火 山 店塵 取 火 山 ､商 常 火 山 の 衝 ､穴山が 籍 ､ゝl各 -･し て洋 子 大山 を咋っ

てし､る 円 捜火 山 で ある Qこの 米山 -3牙5紀 層の 墓艶 の彪 廉 iこぞっ て噴現

した t の ぞ .沫 嶺 吐 平曲 TLj L＼し糸 鋸 に 形,'玖 され た tの と施 定 ±ilLる _ 二の

穴 山 乞牙 ヨ聖二菅 の漣波 ､蔑 常 犬 山 ､高 琴犬山 ､溶 岩衆 の鮭 硬 膏 ､賂 老 及び

火山 碑 喝 物 の 台 地 ､浮も 風 の尭 夜 ､野 生火 山 ､疎 斜 路 ､河琴･晩 生 ､谷泰平
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野 一二姓 宿 命 額 を行 っ た 9 輯屯 部 落 EI嬉岩 及 tJ't火山 箪 笥 物の 藁 盤上蛭 あ り ､

南 i リ妃 lニ 商 う塊斜一夏頼 っ てtlる _

土 虎 猫 .鹿 土 的 4 o tm の 黒 芭 火 山 灰 櫨 壌 土 で 範 リ ､峨 性が 強 LLa

海 域高牽 9cc -/,9♂ ク̀花 の 開 拓部落附汝 で 村 .気 遍が 怒 く ､簸兎 新 園が

噂小 ( ､冬 lニ由 比 西 の敬 呈 療 (受 ける とめ 土巌 優艶 が 教 しい タ

(亀常土舷利 鞘 )

前述 の よ う庖 匂怒韓件 の下 で ､磁 軸 プ / 年 か ら大 破 し､南拓が縛 れ 択 た 一

二の 絶域 の 農 業 経 営 一作 吋- の 質化 を追 っ てみ ると 次の 席 だ舟 ける ことでヾ

出泉る.

(/)昭 2/- 2占草

食鼎 鑑 を ヒ象 嵐軍人 の麻寓言主匂冒和 二鳴 め られ ､-森 泉吋 の EJ鮎 ま

主監せら れ 7こ瞬 親 で奉 る .土 敗 寮件 の驚 き .包賂衛 件の 執 抱の 凝 1.=収穫 不

束 で ､あ わ ､か え ､東 急 ピ 宮 中 は と しモ 主 紋 露草 であっ re ｡ わ ずかrJ換

金 偉物 と して馬 蹄 竃が 摩 ら淑 てLIT=.

(2)2ア へ 29年

この 3字 画乾 い て冷 蜜 を受 け ､や 7 ヒ 軌 責 !ヱ 象 り櫨 吟て い だ壌 家 経 営

l二六打 撃 旦与 斉,た み この 埠 富か 契頻 と 伝っ て ､二の 地 蚊の 自爆 策 件 UJあ

った 酵 弓勿皇作 り出 す 登 カ が 畠され ､商 品 作 物 へ の勉 凍 か 行 折 れ る の であ

る .

(3)SO 琴 - Sd 翠

自感未件 に あ っr-_唯 物 と し て大堀 OL醇 ら 取 る よ う ri在 り .-3fd草 道作

付 fF監倒 轍 恩碑 び て呆 た ｡二の 萄 呂解 物 としての 大蔵 の 発 電を促 しをt

の感 ､要 格 の 蜜衛 と畷 協 の 現 jLによ る 敗 覆称 制 の確 立 は よ る Yrの ぞ､あ つ

な .,

(4)魂 良

木根 性 萎 範桶 と いう覇 気が入 り ､収 穫 が 大 境 に 錬 っ て 来 て堪 り L大将

♂)巌 綾 瀬 を迎 えて し､る } やつ この絶 島入 城 が そう でlあ っ乾 i b l-i､ ニa)

絶滅 せ 大椴 の病 気 は;iっ て轍び てい <よ う であ り .対 束 t して 賂 寮 を取

り入 れる よ う 短絡 制 rt澄 みつ つ a>)る ｡

こ の J:う 包 教化 を して泉 ヒ 鹿 家町 珂佑 部 落 C)現 況 も毒 ､戸紋 5タデで ,

-戸当 りの 尊 家 経 営曜 歌 母 ､?,37ea ～ ヱG q ､解 に 2′77fa J～2,g戎ct の

ところ 促 ピ - クが 釣 る _嬢 泰射撃物 は 轟 や敗 大槽 で ､三食 の猟 官醇 も ず狭

分1JF_物 1二頼 っ て い る o免 官 町 前日も敢協 互選 じて絶 っ た 3占琴の 大根 超 ､

叡敦 に して 2.I?〃0.8t､o 蘇 ､妓 蒐 金 額 iヱし て 3く//～CCC P‖二J)ぼLる L
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これ を -葛家 当 り に郭域 してみ る と /{)J?i.70{ 鞘!ニ後 リ ､L用つゆる ?

桁 濁 家 に篭っ てい る ｡

前 渡 の 事 柄 事三よ り ､ この 他i教が製 ～-(_,ll)-1う 持寄 浄 姓 大根 の 聖 餐 敗 尼な

つ Tこう里由 良 竃と め てみ る と ,t穴のよ う iZ短 る .

O災害 ヒ よ る 転 接 ぐ2ク - 2夕 賢 )

主 税 額 蛍′か ら ､百無策隼 t=合っ た 頓品樗物 税 蕗 への 患 掛 二 転 つ r= ｡

O 患 格 の整 蘇 (.'2J7 - i,葺等)

帝も佑 塾 路より 母 ､t､しろ 国辱林､の玖嵐 が 寧日ハ肌 ､整備 さ れ TtZの であ

る が ､この賓 路の 整 備 .=上 っ て ､作物 が荷 口 と み 吐 十 ､短 時一画 で塑

積 で きる i･引 之や つモ l

o 鞄協の成立 (Slo 草 )

出荷 体 制 6)確 立 と瓶 路 の科 屯 が 思 され ､大将 uT)出 荷 乃日中αを ,.

C,軒 Etj攻 繁 の賓化

鞘枯 淡策 の 笈 fC.i:zi畝 感､‡二審 じ と り .作 句 の委 化 と覇-な ら して い る ｡
o 姥ヲ里艇 也置

高冷 地 はあ るの で ､曙 地 文 のよ り早 く出 荷 出 萩 .市 場 確保 に南利 で

あ っ た.〟

栗 東市島与 ご トラ ＼ノウ で ､壬療 画 以 内 ILこ出 荷 魁束 る苛 毎ど の 頃 糾性 を 輯 っ て

い る .

以 上の 苦衷 が 相 互 l= 牽順 しっ ､余 日 ♂,'忙 ･勺状泥 を 痔 た ら しr<堂 の と 母 船斬

る ｡百草 仁 轟富化 ご 机 を大破 が 薮 漢 報 うZ泉 て いる この敗癖 で凋 .令碑 賂 饗 td

解 り予､肌 ､鮫 卑 胞 と大 根 畑 との選 者 を行 う 乃＼賂寒 I二法 路 を求 め るで あ ろ う ク

鳴 門 の地理 学晦 考 察

三 宙 七少 一子

鳴 門の絶 滅 壁 を弼 ら 草 iこす る番 t二 ..地 TIJ多と i放射 洋上 及 び この 地 を 占 め る

地 理 純度 整 立地 と し て愈 々の 覇 塾 と累 みそ ,,本給 の 薗 敵 は以 下 の旭 <で あ る｡

牙 -牽 敗 感 の頗 賂ゝ

昏/ 舷 放 穴11.,J)包 燃 菟 鹿 (地 霧 ､地 質 ,土毅 ,紫 犠 llc)

~{ 一､､･ :. ､ ､L､.

牙 二 牽 藍 形 と土 放射 衝

き / 地 形分 類 い山地 ､決 環 ､艦 齢賞兜 鹿 田 ,千府 政 Jef c )

-工ヨ(二つ-


